




The Influences of Women’s Facial Features  
on Makeup Behavior
Based on Interpersonal Interactions of Makeup




























＊ 1   立正大学大学院心理学研究科心理学専攻






















女性的 原型顔 男性的 ［性別軸］
Ⅲ Ⅳ
成熟




くは女性的）の顔特徴をＸ軸にとり、性別軸とした。この 2つの軸の座標上では、第 1象限に幼稚的 ・男性的な特









































































年齢 婚姻 子供 学歴 職業 調査実施時期
Ａさん 28 未婚 無 ４年生大学 児童福祉 201４年 7 月
Ｂさん 28 既婚 無 ４年生大学 会社員（営業） 201４年 7 月
Ｃさん 27 未婚 無 ４年生大学 福祉 201４年 7 月
Ｄさん 29 未婚 無 ４年生大学 銀行員（事務） 201４年 7 月
Ｅさん 27 未婚 無 大学院 大学職員 201４年 7 月
Ｆさん 28 未婚 無 ４年生大学 会社員（事務） 201４年 7 月
Ｇさん 30 未婚 無 ４年生大学 会社員（営業） 201４年 7 月
Ｈさん 30 未婚 無 ４年生大学 会社員（営業事務） 201４年 7 月
Ｉさん 29 未婚 無 ４年生大学 会社員（事務） 201４年 7 月
Ｊさん 30 未婚 無 ４年生大学 会社員（販売） 201４年 8 月
Ｋさん 28 未婚 無 ４年生大学 児童福祉 201４年 8 月
Ｌさん 32 未婚 無 大学院 会社員（研究） 201４年 8 月
Ｍさん 32 未婚 無 大学院中退 研究員 201４年 8 月
Ｎさん 28 未婚 無 ４年生大学 銀行員（事務） 201４年 8 月
Ｏさん 31 既婚 無 高校 会社員（販売） 201４年 9 月
Ｐさん 30 既婚 無 ４年生大学 会社員（受付） 201４年10月
Ｑさん 28 既婚 無 ４年生大学 会社員 201４年10月
Ｒさん 28 未婚 無 短大 看護師 201４年10月
Ｓさん 28 未婚 無 ４年生大学 会社員（営業） 201４年10月
Ｔさん 33 既婚 無 専門学校 セラピスト 201４年11月
Ｕさん 28 未婚 無 高校 学生 201４年11月
Ｖさん 28 未婚 無 ４年生大学 会社員 201４年11月
Ｗさん 30 既婚 無 ４年生大学 看護師 201４年11月
Ｘさん 28 既婚 無 ４年生大学 アルバイト 201４年11月
Ｙさん 30 未婚 無 ４年生大学 幼稚園教諭 201４年11月
Ｚさん 29 既婚 無 ４年生大学 家事手伝い 201４年11月
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女性の顔形態特徴がメイク行動に与える影響
















































































幼女 2 2 4 1 1 3 1 2 2 2 1 2 1 1 1 3 1 4
成女 3 1 3 3 1 4 3 3 1 3 1
幼男 3 2 2 2 3 2 1 1 2 4 2 4 2 2 1 2 1 4 2 4 3 3 2 3 3






れぞれは幼稚的 ・男性的な特徴の顔を持つ人の群（ 8名）、幼稚的 ・女性的な特徴の顔を持つ人の群（ 5名）、成熟的 ・
女性的な特徴の顔を持つ人の群（ 7名）、成熟的 ・男性的な特徴の顔を持つ人の群（ 6名）と解釈された。本研究では、
この結果をもとに、調査協力者の顔形態を分類した。なお、この結果から、 ４指標のうち最も数値の高かった顔特徴に
振り分けた上記の手続きが妥当であったことが示唆された。

















顔形態特徴 幼女 度数 4 1 5
調整済み残差 1.5 -1.5
成女 度数 6 1 7
調整済み残差 2.2 ＊ -2.2 ＊
幼男 度数 1 7 8
調整済み残差 -2.5 ＊ 2.5 ＊
成男 度数 2 4 6
調整済み残差 -0.9 0.9
合計 度数 13 13 26
＊＊p<.05
　女性的顔特徴と男性的顔特徴の 2つの顔形態の違いによる実際の顔と自己認知の一致性についてのクロス集計表及び






顔形態 男性的 度数 3 11 14
調整済み残差 -3.1 ＊＊ 3.1 ＊＊
女性的 度数 10 2 12
調整済み残差 3.1 ＊＊ -3.1 ＊＊
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註
1 ）化粧とは、広義には、身体加工（髪を切るなど）、色調生成（刺青など）、塗彩（メイクアップなど）に分類される
（村澤，2001）。本研究では、上記の塗彩（メイクアップ）のみを取り上げる。村澤（2001）によると、メイクアップ
とは、ファンデーション、アイブロー、アイカラー、アイライン、マスカラ、チークカラー、リップカラーなどを用
いて、顔の形や色を変化させることである。以上を踏まえて本研究では、化粧を狭義のメイクアップと定義し、メイ
クと表記する。ただし、先行研究及び一般的な化粧について言及する際には、化粧と表記する。
2）木戸（2015）は、女子大学生へのメイクに関するインタビュー調査では、メイクの経験が浅いため、調査に適した
回答が得られなかったとしている。そのため本研究では、メイク経験をある程度有していると予測される30歳前後の
女性を対象者として選定した。
